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人生の憩いのひと時 
西里静彦                                          

 
この度は身に余る光栄な名誉会員に推挙され

た。このようなことは自分にはありえないと思っ
ていたことで，皆様の心温まる御好意に身の幸せ
を痛感している。 
1961 年アメリカ留学の試験では池田央，今田

寛，浜（堀内）治世，平木典子，鈴木誠道の皆様
と一緒，面接では映画「サイコ」の現実性に関し
て質問を受けた。あの頃の若き日が懐かしい。そ
の時からまもなく 50 年，時が瞬く間に過ぎ去っ
た。アメリカでの博士論文は“Minimum Entropy 
Clustering of Binary Items”というもので，当時
はそれに用いたロジステイック回帰模型とクラ
スター解析はまだ注目を浴びていなかった。ノー
スカロライナ大学ではR. Darrell Bockの最適尺
度法を通じて林の数量化理論を再発見した。博士
論文のあとクラスター解析を離れ，数量化を一生
の研究テーマに選んだ。しかし，本年第一号の
Behaviormetrika の J.G.Clavel との共著に見ら
れるように，関心は数量化から再びクラスター解
析に向けられた。この回帰はまた学生に戻った感
じである。 
退職後10年になる今日，締め切りの無い生活

により仕事のペースが落ちてしまったのみなら
ず，研究費がないと新しいコンピューターのソフ
トを購入することも無く，学会への参加も減少し
た。しかし，このような状況は苦痛ではなく，む
しろ人生の憩いのひと時で，それが目的の無い
「考える時間」を与えてくれる。 

ドイツ分類学会が今夏 Karlsruhe 大学で開か
れる。以前客員教授として過ごしたことのある大
学である。Wolfgang Gaul教授に再説得され先日
出席を決めたが何を話すべきか。そこで考えたの
が距離行列の各行（列）から一番小さな距離だけ
とりあげ，他のすべての距離を捨ててしまってか
らクラスターを見つけること，つまりｎ×ｎの行
列であればｎ個の数値からクラスターを求めよ
うとするもので，これならコンピューターが無く
ても何とかやれる。この単純化は全てにつけ最小
二乗，回帰，射影の枠組みでやってきた現役時代
には考えもしなかったことで，退職後の現実と憩
いのひと時の産物ではないかと思う。 
競争，締め切りに追われる現役時代，その緊迫

した生活はまさに人生の花である。現役の人々の
人生の憩いのひとときは学会などで古い知己，新
しい友と毎日の仕事を離れて歓談する時ではな
いであろうか。研究室をはなれ，別の顔に面し，
異なる環境におかれたとき新しい息吹を見るこ
とが出来るということはありそうである。各方面
からの研究者の集まりである行動計量学会は，そ
の意味でまさに重要な憩いの場であり，新しいア
イデアを思いつかせてくれる格好の場である。そ
の学際的環境は研究のテーマ，水準が人により異
なっても，それぞれにおいて有意義なものである
ことを教えてくれる。この学際性の自覚は行動計
量学会の発展を促進しようとする会員に力を与
えてくれる。我々の手中にあるこの憩いの場を大
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切にし，各種の学会参加のひと時を活用し，既存
の研究を新鮮な目で見直して見るのは如何であ
ろうか。これは勿論暇人のたわ言。しかし若き日
の意気込みは常に憩いのひと時に支えられてい
たような気がする。 
（にしさとしずひこ，トロント大学名誉教授，

日本行動計量学会名誉会員） 
 

 
シリーズ＜行動計量の科学＞ 

「因子分析」 
この度，シリーズ＜行動計量の科学＞の第一

弾として，「因子分析」が刊行された。以下では，
本書の執筆の経緯などについて簡単に記してお
く。 
よく知られているように，因子分析は C. 

Spearman の 1904年の論文以来，100年以上の
歴史がある。当初は，もっぱら仮説を探索するた
めの方法であったが，1969年に K.G. Jöreskog 
が検証的因子分析を提案し，仮説を検証する方法
としての利用が可能になった。構造方程式モデリ
ングの文脈では，因子分析はその下位モデルのひ
とつということになる。しかし，これは因子分析
の重要性が減少したことを意味しているわけで
はない。因子分析は，依然として最も利用される
ことの多い多変量解析の方法のひとつである。こ
れは，観測不能な潜在変数である因子によって観
測される変数を説明する，という考え方が多くの
領域，とりわけ人間の行動を対象とする領域，に
おいて本質的な意義を持っているからであると
考えられる。 
さて，その因子分析の解説書であるが，計量

心理学者によるものとしては，Mulaik（1972）, 
Harman（1976）, Gorsuch（1983）などが良く
知られている。残念ながら，これらはいずれも書
かれてから相当の時間が経過していることもあ
って，今日では取り上げる意義がないと思われる
方法が含まれている場合がある。また，最近の構

造方程式モデリングの解説書と比較すると，いさ
さか古めかしい感がするのは否めない。一方，
Srivastava（2002） や Anderson（2003） な
どの数理統計学者による近年の多変量解析の解
説書は，因子分析にひとつの章を割いているが，
分量の制約から一通りの話題の紹介にとどまり，
最近の発展は紹介されていない。こうしたわけで，
因子分析についての手頃な分量の解説書が見当
たらなかった。 
本書でどのような話題を取り上げるかという

ことについては，近年，構造方程式モデリングの
解説書がかなり出ていることから，その一般論に
収まらない部分の多い探索的因子分析に重点を
置くこととした。特に，探索的因子分析における
非常に重要な問題である因子の回転については，
回転後の因子負荷量の標準誤差の計算方法も含
めて詳しく解説することにした。その他にも，モ
デルの性質や母数の推定アルゴリズムなどに関
して，探索的因子分析に固有な結果を紹介するこ
とにした。 
シリーズ＜行動計量の科学＞は学会が編集す

るものであるから，安易な本作りは避けたいと考
えた。読者としては，因子分析を基礎から学びた
いという人を想定し，導出の過程は出来る限り詳
しく説明することを心がけた。また，因子分析の
論文は膨大であるが，1960 年代以降の重要と考
えられる論文は，出来る限り網羅するように努め
た。私自身が因子分析に関して拠としてきたのは，
主としてAnderson and Rubin（1956）の論文
やLawley and Maxwell（1971）と丘本（1986）
の本である。それらを念頭に置きながら，因子分
析の勉強を始めた頃に「こんな本があったら」と
考えていた本を目指した。 
書き進めて行くと，因子分析に関する基礎的

な話題で1冊の分量になった。このため，多値デ
ータの因子分析，多母集団・多水準データの因子
分析，非線形因子分析などの話題は割愛した。 
しかし，こうした発展的な話題を理解する際

にも，本書の内容は有用であると考える。 
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最後になるが，因子分析は長い歴史を持つ完
成された方法で，重要な問題はすべて解決済みで
ある，と思われている方もいるかもしれない。し
かし，そのようなことはなく，本書の文献リスト
をご覧になると分かるように，2000 年以降も新
しい論文が発表されている。本書をきっかけとし
て因子分析に関心を持ち，その発展に貢献する人
が現れること，それが私の密かな願いである。 

（市川雅教 東京外国語大学） 
 
 
日本行動計量学会第38回大会

のご案内 
１．大会ホームページの開設について 
すでに日本行動計量学会の大会一覧にもリン
クしていただいておりますが，以下の URL に第
38 回大会のホームページを開設致しました。今
後，第 38 回大会に関する様々な情報を掲載して
いきたいと思いますので，どうぞよろしくお願い
致します。 
URL  http://www.bsj2010.org/ 
 
２．大会開催までのスケジュール 
上記ホームページにも掲載しておりますが，大
会開催までのスケジュールは，以下のような流れ
になっております。ご不明な点等ありましたら，
ご遠慮なく大会事務局（ office@bsj2010.org ）
までお問い合わせください。 
（1） １月15日 第38回大会ウェッブ・サ

イト開設 
（2） ２月末日 企画委員会によるセッショ

ン内容の公開 
（3） ３月上旬～４月 30 日 一般セッション

の公募 
（4） ５月下旬 大会プログラムのウェッブ

掲載（冊子体のプログラムは６月初旬
に総ての会員宛に郵送します。） 

（5） ７月１日～ 大会参加事前申込開始 

（6） ６月初旬～７月 31 日 抄録原稿提出
（締切厳守） 

（7） ９月２２日～２５日 第 38 回大会開催
期間 

 
３．学会報告の公募について 
第 38 回大会では，一般セッションを公募致し
ます。 
一般セッションについては，「セッション枠」
と「個人枠」の２種類で公募します。 
「セッション枠」の場合は，セッション全体の
タイトルと個別報告タイトルおよび各報告者名，
さらに各報告内容のサマリーを，「個人枠」につ
いては報告タイトルおよび報告者名，報告内容の
サマリーを，それぞれ本ホームページで投稿して
いただきます。 
なお，１本の報告につき，少なくとも１人以上
が会員であることを応募の要件としますので，ご
注意ください。応募者が多数の場合は，実行委員
会において調整させていただく場合があります。 
また，企画委員会では，会員の皆様からの報告
の公募に先立って，企画セッションを設定致しま
す。企画委員会セッションの内容やラインナップ
をご参考の上，応募いただきますようお願い申し
上げます。 
※上記セッションの詳細は，大会ホームページ
で3月上旬に掲載致します。 
 
４．参加費等について 
（1）大会参加費 
第38回大会の参加費は以下の通りです。なお，
正会員の参加費には論文抄録集１冊分の代金が
含まれていますが，非会員および学生の参加費に
は論文抄録集の代金は含まれていません。ただし，
抄録集は，１部3,000円で販売致しますので，ご
希望の方は，大会事務局（office@bsj.org）まで，
お名前，ご所属，購入部数，郵送先をご連絡くだ
さい。 
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 事前払込 当日支払 
正会員 5,000円 7,000円 
非会員 3,000円 4,000円 
学生（準会員） 1,000円 2,000円 
学生（非会員） 2,000円 3,000円 
 
（2）懇親会費（9月24日開催） 
 事前払込 当日支払 
正会員 4,000円 5,000円 
学生 2,000円 3,000円 
非会員 4,000円 5,000円 
 
（3）振り込み先 
 以下のいずれかの口座にお振り込みください。 
①銀行口座 
埼玉りそな銀行（銀行コード ００１７） 
さいたま営業部（店番 ５００） 
普通 ４０００８１５ 
日本行動計量学会大会実行委員会 
②振替口座 
ゆうちょ銀行 
００１４０－７－７３４１１６    
日本行動計量学会大会実行委員会 
 
５．埼玉大学へのアクセス 
（1）埼玉大学所在地 
〒338-8570 
埼玉県さいたま市桜区下大久保255 

 
（2）電車の場合 
 JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス
「埼玉大学」ゆき（終点） 

 JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停
から「埼玉大学」ゆき（終点）→西口バス停
から「志木駅東口」ゆき（「埼玉大学」下車），
「埼玉大学」ゆき（終点） 

 東武東上線「志木駅」東口下車→バス「与野
駅」ゆき（「埼玉大学」下車） 

 
（3）自動車の場合 
下の地図を参考にしてください 
 

 
 

第 38回大会実行委員長 
松本 正生（埼玉大学） 

 
 
 
第13回春の合宿セミナー 

のご案内 
春の合宿セミナーを宿泊・研修施設での合宿形
式で開催いたします。本年度は，理論と実践の両
側面から各テーマが習得できるよう 
講義だけではなく，実習付きのプログラムを組
みました。新しい分野の開拓や，各分野の理解を
深める絶好の機会です。懇親会では講師と深い議
論も可能です。ぜひ全日程でのご参加をご検討下
さい。 
詳細は，下記URLにてご確認ください。 
http://www.mayomi.org/bsj/seminar.html 
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満席も予想されますので，お早めにお申込み下
さい。美しい富士山を眺めながら，楽しく実り多
い時間を共に過ごしましょう。 
 
＜開催要領＞ 
日 時 
2010年3月26日（金）～3月28日（日） 
 （2泊3日） 
会 場 
東富士リサーチパーク内 
TOTO東富士研修所 
交通手段 
JR御殿場駅より送迎バスで20分 
参加費 
・ 学生会員 ：3,000円 
・ 学生非会員：4,000円 
・ 一般会員 ：6,000円 
・ 一般非会員：12,000円 
・ 宿泊費別途必要ですが格安（一泊 4000
円＋食費）です。 

・ 今回，会員申込みをされますと，会員価
格が適用されます。 

備 考 
・ 宿泊しての参加を原則としますが，通い
でも構いません。 

・ 研修所はきれいで清潔。宿泊は個室で格
安です。 

・ 初日にはWelcome パーティー，2日目
は懇親会が開かれますです。新鮮な海の
幸・山の幸をお楽しみ下さい。 

 
＜プログラム概要＞ 
A1コース 
3月26日（金）18:00～20:00 
フリーソフト「R」入門 -はじめてのR- 
講師：中山厚穂（長崎大学）横山暁（慶応義塾
大学） 
 
A2コース 

多次元尺度構成法「MDS を使って使って使い
倒す！MDS入門から非対称MDS実習まで」 
講師：中山厚穂（長崎大学）横山暁（慶応義塾
大学） 

3月 27日（土） 
多次元尺度構成法 講義とRによる実習  

3月 28日（日） 
非対称多次元尺度構成法 講義と R による実
習 
 
Bコース 
丸ごと官能評価 A to Z「官能評価の基礎か
ら実務応用，最新手法まで」 
講師：芳賀麻誉美 
3月26日（金）18:00～20:00  
官能評価概論 
3月27日（土） 
調査準備から実施まで，データの取り方まで 
（調査票設計，評価グリッド法含む）  
3月28日（日） 
データ整理・変換から分析法まで （順位法/
一対比較法/絶対評価法 データの処理と分
析） 
 
C1コース 
3月26日（金） 18:00～20:00 
「初学者のための質的データの分析法 JMP
実習付き」  
講師：吉村宰（長崎大学） 
 
C2コース 
3月27日（土） 10:00～12:00 
「R によるテキストデータの分析～潜在意味
解析を中心に」  
講師：中村健太郎（埼玉学園大学）  
3月27日（土） 13:00～15:00 
「Rによる多重代入法による欠測値への対処」  
講師：室橋弘人（お茶の水女子大学） 
3月27日（土） 15:30～17:30 
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「R による多段抽出データの分析～マルチレ
ベルモデリング入門」  
講師：川端一光（早稲田大学）  
3月28日（日） 
「Rによる構造方程式モデリング」  
講師：尾崎幸謙（統計数理研究所）  
 
＜プログラム詳細と申込み＞ 
 下記ページを参照の上お申し込み下さい。 
http://www.mayomi.org/bsj/seminar.html 
 ※ 先着順です。 
 

問い合わせ先：企画担当 芳賀麻誉美 
mayomi@pop06.odn.ne.jp 

 
 
日本行動計量学会特別シンポジ

ウム開催のお知らせ 
行動計量学会特別シンポジウム「調査の実践上
の課題」を下記の要領で開催いたしますので，ご
興味のある方には参加していただきたく，ご案内
申し上げます。 
 

 
記 

タイトル：調査の実践上の課題 
日時：3月23日（火） 午後2時～4時30分 
場所：埼玉大学東京オフィス 
 （東京駅近燐 サピアタワー） 
話題提供者  
１．氏家 豊 （埼玉大学）  
 エリア・サンプリングの検討 
２．鈴木督久（日経リサーチ） 
 マスコミ世論調査結果の乖離問題     
３．小柳雅司 （ビデオ・リサーチ）  
 視聴率調査の実際  
 
参加費：無料 

主催：日本行動計量学会 
協賛：埼玉大学社会調査研究センター  
   一般社団法人 社会調査協会 
 
※ 警備上の理由で，入り口の受付で手続きが必
要です。入場を 15 時 30 分くらいで打ち切る可
能性もあることにご留意ください。 
※ 本シンポジウムは，日本行動計量学会として
は「第95回行動計量シンポジウム」となります。 
 
問い合わせ先：吉野諒三（統計数理研究所）） 

yoshino@ism.ac.jp 
 
 
広報委員会より 
メールニュースへのアドレス登録について
（再掲） 
-メールアドレスを登録している全会員へのメ 

ールニュース配信へ向けて- 
 
 日本行動計量学会では，会員の皆様への広報 
サービスの一環として，従来の会報誌発行に加 
え，メールニュースを配信しております。（会 
員向けメーリングリストの詳細は， 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
をご参照ください。） 
 さて，昨今，この会員向けメーリングリスト 
による情報発信の機会が増加しており，広報委 
員会に送られてくる情報そのものもメーリング 
リストによる配信を前提とした即時性のあるも 
のが増えてきました。そこで，情報を出来る限 
り漏れなくお伝えするために，メールアドレス 
を学会に届けておられる会員の皆様全員に，メ 
ールニュースを配信させていただくことにしま 
した。 
 先日，会員情報の確認が行われましたが，その
際メールニュースの受け取りを希望されなかっ
た方を除き，2010年1 月頃からメールニュース
の配信を行う予定です。メールニュースを全登録
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アドレスへ原則配信とする旨，ご理解いただくと
ともに，ご協力，よろしくお願い申し上げます。
（なお，本年中は，これまで通り，メーリングリ
ストへのメールアドレスの登録・変更・削除は，
ご自身で行ってください。方法につきましては，
本会報の最後の「会員向けメーリングリスト登録
について」をご参照ください。） 

森 裕一（岡山理科大学 総合情報学部） 
 
 

理事会議事録 
日本行動計量学会2009年度第4回理事会議事録 
日時：2009年8月5日（木）18：45～20：30 
場所：別府ビーコンプラザ 小会議室 
議事進行：飽戸弘理事長 
出席者：飽戸弘，足立浩平，今泉忠，岩崎学，植
野真臣，大津起夫，大森拓哉（書記），岡太彬訓，
菊地賢一，繁桝算男，竹村和久，千野直仁，鄭躍
軍，林文，星野崇宏，前田忠彦，松本渉，森裕一，
山岡和枝，山口和範，吉野諒三，渡部洋，大山哲
司（江島伸興理事代理） 
 
議事 
１．第37回大会について 
 大山氏（江島理事代理）より，現段階での参加
者数（139名）および新たな試みとしてのランチ
ョンセミナーについての報告があった。 
２．第38回大会について 
 千野大会担当委員長より，第 38 回大会は埼玉
大学経済学部にて平成22 年 9月 22 日（水）～
25 日（土）の開催を予定している旨報告があっ
た。 
３．学会賞受賞者について 
 今泉理事より，受賞候補者全員の内諾を得た旨
報告があった。また，賞状の文案を見直すべきと
の提案がされた。 
４．会則改正について 

 林組織検討副委員長より，資料7に基づき，会
則における事務局所在地，入会手続き，退会手続
き，会員特典について改正の提案がなされ，議論
ののち，承認された。総会にて承認手続きを行い，
会報にて周知する旨確認された。 
５．総会関連について 
 菊地事務局長より資料1，2，3に基づき，総会
議事次第，2008年度事業報告，2009年度事業計
画について報告があり，修正の上，総会にて報告
する旨確認された。 
６．各委員会報告 
（ア）編集委員会 
 岡太編集委員長より，本日編集委員会が開催さ
れた旨報告があった。また，論文の電子ジャーナ
ル化について，著者全員に著作権譲渡を確認する
ため，予算が不足するかもしれない旨報告があっ
た。竹村和文誌編集委員長より，電子化について
の補足説明があった。また，資料4に基づき，学
会誌の寄贈先については，編集委員会が提案し，
理事会が承認する旨確認された。 
（イ）運営委員会 
 植野運営委員長より，大会チュートリアルセミ
ナーは 37 名の参加者があった旨報告があった。
また，次回春の合宿セミナーは芳賀真誉美運営委
員（電気通信大学）を中心に進められる旨報告が
あった。 
（ウ）広報委員会 
 森委員長より，資料6に基づき，学会メーリン
グリストへの登録手続きの提案があり，承認され
た。 
（エ）事務局 
 菊地事務局長より，入会者の報告があり，承認
された。 
７．その他 
（ア）社会調査協会について 
 飽戸理事長より，明日の総会にて協会への基金
供出について報告する旨報告があった。 
（イ）統計関連学会連合について 
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 菊地担当理事より，資料5に基づき，来年度の
共催依頼があったことが報告され，承認された。
今後のかかわり方については将来検討すべきと
の提案がされた。 
（ウ）次回理事会日程について 
 10月19日（月）に大学入試センターにて開か
れることが確認された。 
 
 
日本行動計量学会2009年度第5回理事会議事録 
日時：2009 年 10月 19日（木）18：40～20：
30 
場所：大学入試センター視聴覚室 
議事進行：飽戸弘理事長 
出席者：飽戸弘，今泉忠，岩崎学，大津起夫，大
森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美
子，竹村和久，林文，前田忠彦，松本渉，森裕一，
森本栄一，柳井晴夫，山岡和枝，吉野諒三，渡辺
美智子，柳原良造 
 
資料 
1．第3回理事会議事録（案） 
2．バックナンバーの保管方針（案） 
3．会員名簿初校 
4．学会所在地に関する細則（案） 
5．和文誌編集委員長からの資料 
6．横幹連合報告 
 
議事に先立ち，資料の確認を行った。 
 
議事 
1．第3・4回理事会の議事録確認および承認につ
いて 
 資料1に基づき，菊地事務局長より，第3回理
事会の議事録案が示され，承認された。第4回理
事会の議事録案については，電子メールで回覧し，
承認を得ることが確認された。 
2．2009年度総会の議事録確認および承認につい
て 

 菊地事務局長より，総会の議事録案については
電子メールで回覧し，承認を得ることが確認され
た。 
3．第37回大会について 
 菊地事務局長（江島実行委員長の代理）より，
230名の参加があったことが報告された（招待者
含む）。また，運営の収支関係についても恙なく
済んだことが報告された。 
4．第38回大会について 
 松本副実行委員長より，松本正生大会実行委員
長が，何名かの委員を選考中で，拡大実行委員会
を組織する旨報告があった。また，各方面におい
て，理事その他の会員からの協力も要請され，飽
戸理事長からも同様の要請が行われた。 
5．事務局所在地に関する細則 
 資料4に基づき，林組織検討副委員長より，事
務局所在位置に関する細則の案が示され，継続審
議となった。また，細則・規定集を名簿等とは別
に作成・保管することが確認された。 
6．各委員会報告 
（ア）編集委員会 
a） 欧文誌編集委員会 
 岡太委員長より，足立欧文誌編集委員長からの
連絡として，Behaviormetrika第36巻2号とし
て特集号「Asia-Pacific Values Survey」を準備
中であること，次年度科研費・研究成果公開促進
費を申請する予定であること，一般論文の投稿数
が少ないため投稿の呼びかけを行ってほしいこ
と，第37巻1号についても掲載が予定されてい
る論文があること，が報告された。 
b） 和文誌編集委員会 
 竹村和文誌編集委員長より，資料 5 に基づき，
現在の論文の投稿状況が報告された。また，特集
号として「郵送調査法－新たな時代の主力手法と
なりえるか－」を，2010年 9月に発刊を予定し
ていることが報告された。また，審査済み論文の
数の関係から，最新号の発刊が遅れていることも
報告された。 
（イ）運営委員会 
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 岡太委員より，春の合宿セミナーは電気通信大
学の芳賀真誉美運営委員が中心となって進める
旨報告があった。また，菊地事務局長より，開催
案内を次の会報に掲載するべきとの指摘があっ
た。 
（ウ）広報委員会 
 森委員長より，名簿の登録の際に，メーリング
リストへの登録を進めている旨報告があった。ま
た会報に関して，掲載すべき記事があれば寄せて
ほしいとの要請があった。 
（エ）刊行物委員会 
 柳井委員長より，来年3月までに10巻の出版
が予定されている旨報告があった。 
（オ）事務局 
 菊地事務局長より，新入会員・退会会員の報告
があり，承認された。また，資料2に基づき，バ
ックナンバーの保管方針について提案があり，承
認された。さらに，来年1月発行予定の会員名簿
について，各委員会にて委員名簿の確認，欧文誌
の海外および非会員からの投稿についての投稿
料等規定について編集委員会で検討してほしい
旨提案があった。 
7．その他 
（ア）社会調査協会について 
 飽戸理事長より，11月22日に社員総会・記念
シンポジウムが開催される旨報告があった。 
（イ）統計関連学会連合について 
 山岡理事・菊地事務局長より，来年度の大会の
運営委員長に吉村宰会員，運営委員に松本渉理事，
プログラム委員に芳賀真誉美会員，星野崇宏理事
を選出した旨，報告があり，承認された。 
（ウ）横幹連について 
 今泉担当理事より弟 23 回横幹技術フォーラム
および第3回横間連合コンファレンス開催予定の
報告があった。 
（エ）大会運営について 
 松本渉理事より，大会の運営について，学会自
体が主体となる方向も検討して欲しい旨提案が
あった。 

（オ）次回理事会について 
 平成 21年 12月 14日（月）18時より大学入
試センターにて開催予定 
 
 

会員の図書 
坂上貴之（編）「朝倉実践心理学講座 意思決定
と経済の心理学」朝倉書店．，2009年11月 
 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆第49回数理社会学会大会 
開催日：2010年3月7日（日）～3月8日（月） 
場所：立命館大学 衣笠キャンパス 
大会委員長：中井美樹（立命館大学） 
数理社会学会研究事務局ホームページ 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.html 
 
 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できるだけ
論文として投稿してください。お待ちしておりま
す。 
 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
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ご連絡 
会員数（2009年11月2日現在） 
正会員： 883名（海外10名含む） 
準会員：  77名 
名誉会員： 7名 
賛助会員： 21社 
寄付会員：  9名 
シニア会員：6名 

計1,003名 
 
入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しく
は，下記までお問い合わせください。 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
（株）国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係（担当：岸） 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 
日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
会員向けメーリングリスト登録について 
会員向けメーリングリストへの登録をお願い
申しあげます（なお2010年1月までは，ＭＬへ
の登録（削除も）はご自身で行っていただきます）。 
「会員向けメーリングリスト：登録・サービス
の詳細」のページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって行ってくだ
さい。なお，会員であることを確認するために会
員番号が必要ですので，学会からの送付物の宛名
シールなどを用意して，作業をしてください。よ
ろしくお願いします。 
 
会員専用ページへのアクセス 
学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会
報，会員向けメーリングリストの2つのページが
会員専用となっています。これらのページにアク
セスする際には，以下のユーザー名とパスワード
の入力が必要となります。 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 
編集後記 
 
今号からシリーズ「行動計量の科学」の著者に
よる著書の紹介を掲載していますが，会員の皆様
による書評も掲載できればと考えています。 
何かと忙しい年度末ですが，本号でご案内さし
上げた特別シンポジウムや合宿セミナーの開催
を周囲の非会員の方にもお知らせください。 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，
会員に関係があると思われる，シンポジウム，セ
ミナーなどの情報を含め，会員の皆様から原稿を
募集しております。下記の送付先までお送り下さ
い。 
 
会報原稿送付先 
〒852-8521 長崎県長崎市文教町1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 

皆様からの情報をお待ちしております。 
 
 原稿は，発行月（3,6,9,12月）の前々月の末日
までにお寄せください（たとえば6月1日号の場
合は4月30日）。それ以降に届いたものにつきま
しては，内容を判断した上で，次号に掲載させて
いただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・菅野剛・
田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯彦・山田剛史
相談役：前田忠彦 


